
スマホの依存～子供との付き合い方 

 

スマホの利用で勉強する時間が少なくなったり、

友達とのＳＮＳトラブルが起きたりなど、子供の

スマホ使い方で悩んでる親は多いのではないでし

ょうか。 

 

では子供達は何に利用しているのでしょうか。 

親との連絡・部活や友達同士の

連絡・調べ物・好きな動画・ゲ

ームなど。 うちの子だけか

な？？ 他の子もそうかな？と思

った事はありませんか？             

内閣府から発表されたこんなデ

ータがあります。 

青少年のインターネットの利用内容は、 

・高校生では、コミュニケーション(８９.８%)、

動画視聴(８４.９%)、音楽視聴(８３.３%)が上位。 

 



・中学生では、動画視聴(８０.３%) 、ゲーム(７

３.５%) 、コミュニケーション(７０.４%)が上

位。 

 

・小学生では、ゲーム(７７.９%) 、動画視聴(６

３.６%)が上位。 

・ 利用内容を経年で比較すると、動画視聴が平成

２６年から連続して増加傾向。 

 

 



 

では利用時間は？ 

 

 

平均利用時間は約１５９分。年齢が上がるととも

に長時間傾向で、高校生では２６.１%が５時間以

上インターネットを利用しているようです。 

 



とはいえ、｢やるな！勉強し

なかったら取り上げるよ！」

と話しても子供はもう親の言

う通りになる年頃ではなく、 

言えば言

うほど、うざがって反抗するだ

けという家も多いでしょう。そ

れでも親は何とかならないかと

心配。そんな親の気持ちを察す

るかのようなアプリが実はたくさんあります。 

 

実際に試してくださった委員さんが居ます。 

スマホを使わないと、魚が育つアプリです。楽し

そうではありましたが、１週間経たず失敗に終わ

りました。連絡や調べ物、ＳＮＳを利用してるか

らスマホを使わないのは難しかったようです。 

 

その他アプリと言えば、時間になったら使用制限

するもの・使いすぎるとアラームがなる・自分で



設定しその時間が過ぎないと開けられない・親の

スマホから遠隔操作して利用制限をかけるものな

ど色々あります。しかしアプリを利用せず、勉強

する時間だけ親が預かる、夜の充電はリビング

で、寝室に持込禁止など各家庭でルールを決めら

れている事が多いかと思います。 

 

 

 

｢スマホ中毒・依存」という言葉があるくらい、子

供も大人もスマホを手放せなくなっています。 

先日の通信障害で多くの人が大変な経験をしたの

ではないでしょうか？スマホに頼りすぎてたと痛

感しました。 

 

では、どうすれば手放せるのか。 

完全に手放すのは難しいですよね。例えば睡眠障

害やストレートネックなどスマホの使いすぎによ



る弊害の事を学び、少しずつ意識をしていくよう

にすれば利用時間を減らせるのではないでしょう

か。 

 

スマホより楽しいと思う事を。 

勉強や習い事が楽しいと思ってくれたらいいので

すが。家族旅行を一緒に計画したりイベント参加

したり一緒に楽しめるのもいいと思います。 

今流行ってるものや興味持ってるものを聞いて会

話を増やすのが一番なのは分かっているのです

が、なかなか苦戦している家庭で試したいアイデ

アが韓国のある団体でやっている｢スマホバスケッ

ト」。 

家族みんなが家に帰ってきたらバスケットに全員

の携帯を入れ、最初は 1～2 時間携帯を触れず家

族での時間を過ごすと言うものです。 

すぐに依存しなくなるという訳ではありません

が、積み重ねで携帯がすぐそばにあっても気にし

なくなったり家族と話す時間も増えるそうなので



一度やってみるのもいいですね。 

 

利用時間の問題以外に気になるのが内容！ 

知らない人だから酷い事を言い傷付ける事や迷惑

動画をアップさせ周りに嫌な思いをさせるなど、

このような行動が悪い、恥ずかしいと思わない人

達のニュースをよく目にするようになりました。 

 

               ②に続く。。。 


